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旧稚内海員会館及び当敷地の活用に係るサウンディング型市場調査 

結果の公表 

 

令和７年９月29日 

北海道稚内市 

 

稚内市（以下「本市」という。）は、令和元年９月１日に閉館した旧稚内海員会館（以下「海員

会館」という。）を、令和２年１月29日に一般財団法人稚内海員会館から用地とあわせて寄附を

受けましたが、その後は有効活用ができておらず、建物の老朽化も進行しています。 

 また、昭和52年に開館した海員会館には、大ホールや飲食店、宿泊施設があり、特に大ホール

では各種イベントが開催され、多くの市民に利用される施設として長年親しまれてきました。 

 あわせて、海員会館はＪＲ南稚内駅前に立地し、周辺には繁華街（オレンジ通り商店街）があ

るなど、その立地条件等からも跡地利用について地域住民や経済界から要望があり、本市として

も都市計画マスタープランや立地適正化計画において、ＪＲ南稚内駅周辺は市内の１つの拠点と

してまちづくりを進めることとしています。 

 こうした状況を踏まえ、民間事業者様との「対話」を通じ、当地域の賑わいづくりや経済活動

の活性化に向けた再整備に係るご意見やアイデアをお聞きし、今後の事業の進め方等の検討を行

うため、サウンディング型市場調査を実施したことから、調査結果を公表いたします。 

 

１．対象用地・施設の概要                               

所在地 稚内市大黒１丁目50番２ 

土地面積 1769.46 ㎡（課税面積：1787.79 ㎡） 

既存建物の概要 用途     ：貸店舗、宿泊 

構造     ：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 

階数     ：３階（ＢＦ１、ＰＨ１） 

建築面積   ：1,052.690 ㎡ 

延床面積   ：2,855.201 ㎡ 

竣工年月   ：昭和52年 10 月 

大規模修繕履歴：なし 

耐震性能   ：不明 

 

２．スケジュール                                   

実施要領の公表 令和７年５月９日（金） 

現地見学会・説明会の開催 令和７年５月30日（金） 

サウンディングの実施 令和７年８月18日（月）、22日（金） 
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３．参加者数                                    

（１）現地見学会  ２社 

（２）説明会    ３社 

（３）個別対話   ２社 

 

４．調査結果の概要                                    

項 目 意見概要 

① 事業アイデア（想

定される施設用途、導

入機能、規模、配置な

ど） 

●多様な人が生活する環境を整備するため、既存建物の改修によって、 

居住機能のある複合施設を整備。賑わいの創出には、まずは居住者を 

増やすことが基本になる。 

●最初から大きな投資は難しいため、まずは改修によるスモールスタ 

ートがよいのではないか。 

●地元産品のブランディング不足や宿泊施設不足などの地域課題解決 

に寄与する施設として、稚内ブランドの発信拠点となる施設整備を 

提案する。当施設の整備により、交流人口・関係人口の増加により、 

賑わいを生み出す。 

●宿泊施設（機能）は需要があるのではないか。 

② 事業アイデアを

実現するための課題

（事業手法、事業採算

性など） 

●「賑わい＝密度×多様性」と考えられるが、現在の稚内市はスプロー 

ル化してしまっている。地域の人口密度を上げる取組が必要。 

●採算性の確保のため、居住機能だけではく、ゲストハウスのような宿 

泊機能も整備してはどうか。 

●事業手法としては、公設民営の公共施設棟と、民設民営の民間施設棟 

に分けてはどうか。 

●事業の実現には、市民ニーズの把握による導入機能の絞込みや、採算 

性の確保による民間の参画が必要。また、事業性の確認のためには民 

間活力導入可能性調査も実施してはどうか。 

③ 行政（稚内市）に

期待すること 

●駅を中心に、徒歩や自転車で15分以内にアクセスできる範囲に様々 

な機能を集約すべき。今後の都市政策は「職住近接」「徒歩圏の生活 

利便性」が重要なキーワードになる。 

●民間事業者だけで事業を進めるのは難しい。 

●将来ビジョンを踏まえた南稚内駅周辺の整備構想や都市再生整備計 

画の作成。 

●公共負担による旧海員会館の解体及び対象用地の更地化。 

●補助・助成制度の創設 

 

５．今後の予定                                    

本調査の結果も踏まえて、土地及び施設利用の検討を進めます。 


